



































































































究』第 68巻 第 2・3号（pp.271-319）は、エレク
トロニクス企業の技術情報、特に設計情報の共有
に携わる技術機能に着目し、顧客と部品サプライ
ヤーのエンジニア間のリレーションシップが取引
継続性に与える影響をリレーションシップ・マー
ケティングの観点から検討している（pp.271-272）。
共同設計時の豊富なコミュニケーション、FAE個
人の問題解決能力に対する認知と信頼およびプロ
フェショナリズムの存在、FAEと顧客エンジニア
間のリレーションシップの取引への影響、FAEが
関係する取引の離散性、技術革新による産業構造
の変化の影響を重要な戦略変数と扱い、仮説化に
成功し、学術的インプリケーションならびに経営
的インプリケーションを交えている。企業間のリ
レーションシップ構築に FAEの重要性が明らかに
され、その構成要因の多くが属人的であると示唆
した点は注目に値しよう（pp.311-315）。
　以上、3つの研究論文を紹介した。流通研究の
対象を流通システム内の業者間の関係構築という
視点から捉えると、第 1に製造企業と流通企業と
の関係構築のあり方、第 2に SCM研究で注目さ
れたように、流通システムを支える重要な役割を
遂行し、コスト合理化と顧客満足度に影響を与え
る物流企業の荷主や購入業者との関係構築、第 3
に完成品製造業者と部品サプライヤーの関係構築
のあり方が問われることに気付いてほしい。こう
した観点から最新の流通研究の中より、3つの論
文を渉猟するに至った。流通研究を行う場合、研
究主体に何を選ぶかを考える上で、参考にして頂
ければ幸いである。
　　
